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5・6年生：劇「未来～ビリーブ～」（「ぎんなん祭」の発表）
11月20日（土）、「ぎんなん祭」（学習成果発表会）を行いました。感染症防止対

策のため、低・中・高学年ごとの発表となりました。体育館のステージで低学年が

発表するときは高学年が参観し、中学年は別室にてZoom配信の映像を見ます。その

後、ローテーションによる発表を行い、密になる状況を避けました。保護者は同居

家族3名まで、お子様の発表時のみ参観していただきました。来賓と地域の皆様の

参観はご遠慮願いました。大変申し訳ありません。その対策としてZoom配信を行い、

多くの皆様に発表を見ていただく工夫をしたところです。今年は３台のカメラを用

いて切り替えながら、ご覧いただきました。

発表の様子について紹介します。まずは、

5・6年生からです。6年生にとっては最後

の「ぎんなん祭」です。小学校最後の集大

成として、発表に臨む姿が見られました。

5年生は6年生を支え、いよいよ中原小学校

のリーダーになるという意識の高まりが感

じられました。

プロローグは

「Believe」のアコーディオン演奏

いま未来の扉を開けるとき

悲しみや苦しみが

いつの日か 喜びに変わるだろう

I believe in future 信じてる

そして、劇「未来～ビリーブ～」の上演。

発表のキーワードとして、次のことをとり

上げていました。これまで学習した内容を

上手につないで、見ている人にメッセージ

を贈りました。さすが、上学年の発表とい

えるものでした。

田んぼ → 水 → 天気 → 中原川

上流のこと（マゼノ渓谷） 下流のこと（杖立、松原ダム、大山、日田）

食糧自給率 地産地消 環境問題（マイクロプラスチック）

森と海は川でつながっている → 人と人のつながりを大切に

エピローグは「Believe」の手話

最後に、子どもたちの「振り返り」を掲載します。

【６年】

◯ とてもよくできたと思います。台詞を大きな声で、ハキハキと止まらずに

言えたからです。それに、身ぶり手ぶりをできたからです。最後のぎんなん

祭でしたが、とてもよかったです。思い出に残りました。

◯ 最初はとても緊張しました。途中から「最後だから、がんばろう」と思っ

て、今までで一番よい演技をすることができました。よかったです。

【５年】

◯ スムーズに発表できました。少し緊張したけど、ちゃんと台詞を言えまし

た。「みんなに自然を大切にしてほしいなあ」と思いました。カメがまちが

えてプラスチックを食べると死んでしまうので、ゴミをちゃんと捨てたいで

す。これから自然を守っていきながら生活したいです。

◯ 「みんなに今、自然がどんどん悪くなっている」ことを伝えたくて、劇を

しました。動物がまちがえてプラスチックを食べてしまい、死んでしまうの

はかわいそうです。

◯ 「みんなに自然のことを知ってもらいたい」という気持ちで、劇をしまし

た。これからどんな生活をしないといけないのかを考えました。少しの間で

練習をしたので、不安でした。つまづいたところもありましたが、みんなで

カバーして乗りこえました。これからも助け合っていきたいです。

◯ 「中原の自然を守っていかなければならない」という劇をしました。「上

流に住む人は、下流に住む人のことを考える。下流に住む人は上流に住む人

のことを考える」という台詞が大切だと思いました。これは、相手のことを

考えることだと思います。これからも声を出す練習をしたいです。

◯ 自然豊かな中原に住んでいるから知っていると思っていましたが、マイク

ロプラスチックなど知らないこともあったので、改めて自然を守ろうと思い

ました。劇をとおして家族や下級生、見ていただいた方々に自然を守ろうと

思ってほしいなと思いました。


